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1 地域のニーズを発見・共有し、地域課題を解決する仕組みづくり
2 住み慣れた地域で、安心して自立した生活を営むための支援体制づ <り
3 温もりある、多様な介護福祉サービス提供をするための環境づくり
4 こころ豊かで、誰もが支え合う地域づくりを進めるための人づくり
5 地域福祉を支え、地域住民から信頼されるための組織づ <り

平成30年度 羽幌田T社会福祉協議会事業計画

基本目標「ともに支え合う、安心・安全 0福祉のまちづくり」を目指して

障害福祉サービス事業
1.居宅介護事業

障害者総合支援法に基づ くホームヘル
バー派遣事業を行う。

2.同行援護事業
障害者総合支援法に基づ くガイ ドヘル
バー派遣事業を行う。

指定居宅介護支援事業
1.居宅介護支援事業 (ケアマネジメント)

介護保険制度における要介護認定で
「要介護」以上の判定が出た方が利用可
能で、利用者やご家族の意向等を基に、
介護支援専門員が居宅サービスを適切
に利用できるように、計画を作成する
と共に、サービス事業者等 との連絡調
整を行 う。

老人デイサービス事業
1.通所介護事業 (指定管理)

介護保険制度 における要介護認定で
「要介護」の判定の方が利用可能なデイ
サービス事業。
「利用者の孤立感の解消を図り、安全で
自立 した在宅生活の支援」を目標に、
利用者の社会的孤独感の解消や心身機
能の維持並びに利用者の家族の身体的、
精神的負担の軽減を図ることを目的に
行う。
「要支援」及び「自立」の方に対 しては、
全国一律のサービスから、市町村が主
体 となる介護予防 。日常生活支援総合
事業 (通所型サービス)を 実施する。

特別養護老人ホーム事業
1.介護老人福祉施設 (指定管理)

介護保険制度における要介護認定で原
則「要介護 3」 以上の判定が出た方が利
用可能で、施設に長期入所 し、入浴、排
泄、食事等の介護、その他日常生活上
の世話及び機能訓練を行う。

2.短期入所生活介護 (指定管理)

介護保険制度 における要介護認定で
「要支援」又は「要介護」の判定が出た方
が利用可能。介護者の病気、冠婚葬祭、
その他の理由で、介護する事が出来な
い場合に、特別養護老人ホームに短期
入所 (シ ョー トステイ)し、入浴、排泄、
食事等の介護、その他日常生活上の世
話及び機能訓練を行う。

3.生 きがいサービス短期宿泊事業
独自事業で、介護保険制度における要
介護認定で「自立」 と判定された方、
その他必要と判断された方に対する短
期入所 (シ ョー トステイ)を行う。

離島地区高齢者支援事業
1。 ふれあいサロン事業

会食や、交流・情報提供により、島内
住民の生きがいと介護予防推進を目的
に実施する。

2.離島地区デイサービス事業
町受託事業。離島地区の方を対象とし
て週 2回 デイサービスを行 う。介護保
険制度における要介護認定の結果に関
係な く利用出来る。

3。 離島地域包括支援センター事業
町受託事業。すこやか健康センターに
ある地域包括支援センターの離島地区
相談窓□として、各種相談に応 じ、援
助を行 う。

21。 シングルペアレン ト
移住雇用マッチング事業

町受託事業で、シングルペアレン トの
転入を誘致 し、少子化対策や町内事業
所の担い手対策を推進する。

22。 地域福祉実践計画の実践 と評価
第 5期地域福祉実践計画に基づ く各事
業の実践 と評価を実施する。

共同募金配分金事業
1.共同募金運動への協力

共同募金運動の広報及び募金活動への
協力を行う。

2.共同募金配分金事業の実施
広報発行、ふれあい広場開催、お便 り
運動、小地域福祉活動推進事業、各ボ
ランティア団体へ助成を行う。

3.歳末たすけあい配分金事業の実施
歳末たすけあい配分委員会開催及び配
分事業の実施。

4。 福祉灯油給付事業
生活困窮世帯の調査及び灯油の給付を
行 う。

ボランテイアセンター事業
1.ボ ランティアセンター運営事業

①ボランティア普及事業
学校ボランティア活動の助成事業の
実施、協力を行う。

②ボランティアコーディネー ト
ボランティア活動相談、斡旋を行う。

③ボランティア研修の実施
ボランティアの為の研修会、講座等
の開催、 リーダー研修会等を行う。

④ボランティア広報の発行
広報「なかま」の発行を行う。

2.ボランティア連絡協議会活動の実施
会議の開催、他組織の事業協力を行う。

福祉資金貸付事業
1.福祉資金貸付事業

町社協独自の貸付事業で、低所得世帯
に対 し、災害、疾病、冠婚葬祭、就職
等の緊急不時の出費を要する者に貸付
を行う。

2.生活福祉資金貸付事業
北海道社会福祉協議会が行 う貸付事業
の事務を受託 している。低所得世帯、
身体障がい者世帯、高齢者世帯が対象。

訪間介護事業
1.訪問介護事業

介護保険制度 における要介護認定で
「要介護」の判定の方が利用可能なホT
ムヘルバー派遣事業。
利用者が在宅で、地域で安心 し満足 し
て暮らせる生活支援を行うことを目標
に、入浴、排泄、食事介助その他の生
活全般にわたる援助を行う。
「要支援」及び「自立」の方に対 しては、
全国一律のサービスから、市町村が主
体 となる介護予防 0日常生活支援総合
事業 (訪問型サービス)を実施する。

法人運営事業
1.法人運営事業

理事会、評議員会、各部会、監事監査
など法人運営のための事業。

2.役員及び職員研修
役員及び職員の体制の充実と資質向上
のために各種研修会への積極的な参加。

3.社協会員加入促進事業
各町内会を通 じて募集する個別会員及
び賛助会員の増員を目指す。

4.広報発行事業
社協広報誌 「ふれあい」を年 4回発行。

5.ふれあい広場事業
ノーマライゼーション理念の定着を目
的に住民全体が交流を図る3 1

6。 顕彰・表彰事業
表彰規程に基づ く表彰 0感謝の実施。

7.敬老の集い事業
町内の 65歳以上の方を敬い、芸能等
楽 しみの集いを開催 し、交流を図 り長
寿を祈願する。

8.高齢者への緊急連絡カー ド配付
70歳以上のひとり暮らし高齢者及び
希望する高齢者世帯に、地域福祉推進
員が「緊急連絡カー ド」を配付。

9。 ひとり暮らし高齢者の集い事業
町内の 65歳以上のひとり暮らしの方
が集い、温泉 0ゲーム等で潤いと相互
交流を図る。

10。 高齢者へのお便 り運動
70歳以上のひとり暮らし高齢者に、
小中学生やボランテイアによる「暑中
見舞い」及び「年賀状」の送付。

11.地域福祉推進員活動
各町内会に設置されている福祉推進員
の連絡協議会総会 。研修会の実施及び
町内会活動の支援を行う。

12.福祉 0青少年団体助成事業
離島福祉事業及び青少年のための基金
助成事業を行 う。

13.小地域福祉活動推進事業
町内会等が、町内会に居住する高齢者
等を対象として実施する援護活動に対
して、経費の一部を助成する。

14。 新生活運動推進事業
冠婚葬祭、快気祝、進学祝等の自粛活
動及び弔意□―ンクを供える。

15。 電話訪問サービス
ひとり暮らし高齢者を対象に、ボラン
ティアによる安否確認を実施するι

16.羽幌町移送サービス事業
歩行困難により、外出に支障が生じて
いる高齢者や障がい者の通院や外出を、
車椅子等対応車輌による外出支援等を
行う。

17。 車椅子等福祉用具の貸出
介護保険制度が活用できない場合や緊
急時の応急、外出介助用 として車椅子、
ポータブル トイレ、介護ベッド等福祉
用具の貸出を行う。

18.行事用テン トの貸出
町内各種イベン ト、事業等に広 く貸出
を行う。

19。 日常生活自立支援事業
町内において、高齢や障がい者等によ
り判断能力が不十分なために、福祉サ
ービスや社会資源を上手 く使えない方
へ福祉サービス利用援助や日常的金銭
管理を、契約内容に基づいて支援する。

20。 成年後見事業の推進
羽幌町生活支援相談センターの開設・
運営を行い、成年後見制度に加え、日常
生活自立支援事業、福祉資金貸付事業、
生活福祉資金貸付事業、心配ごと相談
事業を総合相談として一体的に行う。
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平成30年度

羽幌田T社会福祉協議会一般会計資金収支予算書

【収入の内訳】 (単位 :千円) 【支出の内訳】 (単位 :千円)

会費収入 1,180

寄付金収入 500

経常経費補助金収入 44,065

受託金収入 14,177

貸付事業収入 600

事業収入 95

負担金収入 945

介護保険事業収入 569,948

障害福祉サービス等事業収入 2,196

受取利息配当金収入 132

その他の収入 3,705

積立資産取崩収入 15,648

拠点区分FB5繰入金収入 4,045

サービス区分間繰入金収入 494

計 657,730

【拠点区分ごとの収支】

【前年度との比較】

人件費支出 481,497

事業費支出 139,571

事務費支出 15,337

利用者負担軽減額 3,617

貸付事業支出 600

共同募金配分金事業費 2,382

助成金支出 725

負担金支出 95

固定資産取得支出 2,998

積立資産支出 6,369

拠点区分間繰入金支出 4,045

サービス区分FB5繰入金支出 494

計 657,730

予備費 ○

計 657,730

当期資金収支差額合計 0

前期末支払資金残高 O

当期末支払資金残高 O

平成30年度について

も、皆様からお預かりす

る社協会員会費や、寄付

金等を無駄にしないよう

に、より良い社会福祉サ

ービスの提供のために、

大切に使用させていただ

きます。

(単位 :千円)

(単位 :千円)

ｒヽ「一申

拠 占
小

区 分 収入額 支出額 差 額 主な事業

法人運堂事業 54,823 54,823 ○

法人運営事業、ふれあい広場開催事業、敬老会開催事業、ひとり暮らし高齢者の集い事業、共
同募金配分金事業、ボランティアセンター普及事業、福祉資金貸付事業、生活福祉資金貸付
事業(道社協受託)、 シングルペアレント移住雇用マッチング事業(Fj」 補助)、 22幌 町生活支援
相談センター運営事業(町受話)

訪Fo3介護事業 25062 25,062 ○ 訪Fo3介 護事業 (ヘルバー)

障害福祉サービス事業 2,196 2,196 O 居宅介護事業 (障がいヘルバー)、 同行援護事業 (ガイドヘルバー)

指定居宅介護支援事業 11,738 11,738 ○ 居宅介護支援事業 (ケアマネジメント)

老人デイサービス事業 71,510 71,510 ○ 通所介護事業 (デイサービス)(指定管理)

特別養護者人ホ■ム事業 478,165 478,165 ○
介護者人福祉施設事業 (特別養護老人ホーム)(指定管理)

短期入所生活介護事業 (シ ョートステイ)(指定管理)

離島地区高齢者支援事業 14236 14236 O ふれあいサロン事業、離島地区デイサービス事業 (町受話)

離島地域包括支援センター運営事業 (町受託)

計 657,730 657,730 ○

収 支 区 分 H29年 度 H30年 度 増  減 主な もの

事業活動収入 633,792 637,543 3,751 会費収入 1,180 寄付金収入 5∞ 経常経費補助金収入 44,065
受託金収入 14,177 介護保険事業収入 569,948 その他の収入 3,705

事業活動支出 643,840 643,824 △ 16 人件費支出 481,497 事業費支出 139,571 事務費支出 15,337
利用者負担軽減額 3,617 共同募金配分金事業費 2:382 助成金支出 了25

事業活動収支差額 △ 10,048 △ 6,281 3,767

施設整備等収入 O ○ ○

施設整備等支出 1,569 2,998 1,429 車両運搬具取得支出 1,200 器具及び備品取得支出 1,798

施設整備等収支差額 △ 1,569 △ 2,998 △ 1,429

その他の活動収入 22,282 20,187 △ 2,095 積立資産取崩収入 15,648 拠点区分間繰入金収入 4,045
サービス区分間繰入金収入 494

その他の活動支出 10,665 10,908 243 積立資産支出 6,369 拠点区分間繰入金支出 4,045
サービス区分間繰入金支出 494 ~

その他の活動収支差額 11,617 9,279 △ 2,338

予備費 O 0 ○

当期資金収支差額合計 ○ O O

前期末支払資金残高 ○ ○ ○

当期末支払資金残高 ○ O O
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別養護老人ホームしあわせ荘での行事や生活の様子で

'

2月 2日「豆まき」を行いま
‐
した:年に一回の鬼の登場12LOL様

.喜
ばれて

を願いながら豆をまきました。今年も皆さん健康で過ごしましよう。

に職員が付き添い好きなものを取りに行つて召し上がって頂きました。いつもとは違つた雰囲気で皆様大変喜んで頂
けました。

1月
・
6日・

から
‐
12日

・
ま
・
で新年1亘″」の「宝弓|き大

‐
会」を行いまし

・
た
=~「

我
:先

12!
縄を取り、皆さんで楽しい一時を過ごしました。

と無病患災

羽幌町デイサー ビスセンターでの行事や各団体の訪間の様子です。

と新年の
i幸

福を
―
掴まんとばかり12

今年 1年の無病患災を願いました。
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ボランティア登録してみませんか ?
現在、羽幌町ボランティアセンターにはボランティア団体や個人ボランティアが数多<

登録されています。
しかしながら、最近ではボランティアを行う方長の高齢化が進み、ボランティア人口が

減少しつつあります。
そこで今回は皆さんにお知らせです。
ボランティアをやってみたい8ボランティアに興味がある。興味はあるけど、自分のし

てみたい活動をどこの団体でやつているかわからないなどと思つている方は羽幌‐町ボラン
ティアセンターまでご連絡ください。各団体へご案内させていただきます。また、団体で
はな<個人として活動したい方も大歓迎です |

L●L様からのご連絡を心よりお待ちしております。

お問い合わせ先 :羽幌町ボランティアセンター

羽幌町南7条 3丁目 1番地

羽幌町社会福祉協議会内
丁EL:0164-69-2311

担当 :山崎
サンセットビーチでのゴミ拾いの様子

たくさんの鯉●ぼりを
ありがとうございました
昨年の広報にて募集しました鯉のぼりですが、こちらの予想をはるかに上回る数が集ま

りましたもこの場をお借りしましてお礼を申し上げます。
なお、鯉のぼりの募集は引き続き行つていますので、よろし<お願いします。

颯

ココ幌町身体障がい者福祉協会

こんな活動に取り組んでます
・ふれあい広場参加
・研修旅行 (道内 1泊 2日 )

・管内ふれあい大会 など

年会費 :1,000円

「羽幌町身体障がい者福祉協会」とは、身体に障
がいがあり、身体障害者手帳を交付されている方
展が集い、様皮な活動を通じて親睦を深めている

団体です。                   1

事務局 :羽幌町南7条3丁目1番地_ お問い合わせ先

羽幌町社会福祉協議会内  担当 :十川

TEL:0164‐ 69‐2311
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平成130年度 1社会福祉法人羽幌町社会福祉協議会

看護師・調理員・介護職員・ホームヘルバー募集中 !

勤 務 場 所 職 種 身 分 給 与・ 賃 金 勤 務 時 間 資格要件

特別養護
老人ホーム
しあわせ荘

師増
看
＜

正 職 員
(満60歳未満)

月額    159,500円
^′ 274,500F∃

資格手当  10,000円

週 40時間以内の
交代勤務制

※夜間待機あり 正看護師

又は

准看護師
準 職 員

月額    200,000円
資格手当  10,000円

臨時職員
日額    10,000円
時給     1,250円

順増
調
＜

準 職 員
月額    135,000円
※定期昇給あり 週 40時間以内の

交代勤務制
不 間

臨時職員 時給     850円
特別養護
老人ホーム
しあわせ荘

又は
デイサービス

センター

介護職員
(若干名)

準 職 員
月額    150,000円
※定期昇給あり
※介護福祉主資格手当あり

週 40時間以内の

交替制勤務
※特養は夜勤が
月 3回程度あり

※デイは日曜日を
除<週 5日 勤務

介護資格又は
介護の経験が

ある方
大歓迎です !臨時職員 日寺給        900円

訪問介護事業所

ヘルバー
(若干名)

ムホ
準 職 員

月額    150,000円
※定期昇給あり
※介護福祉主資格手当あり

8:30′Vl了:30

完全週休二日制
運転免許証

介護職員初任者

研修修了者

(旧ホームヘル

バー2級以上 )

臨時職員
(登録)

時給     1,000円
※好きな時間帯だけ
働<事ができます

8:30-18:30
の間で

勤務可能な時間

・心身ともに健康な方で、年齢は問いません。経験がな<ても、応募に問題はありません。

(但 し、正職員は年齢 60歳未満の方のみとなります。)

・正職員・準職員は、社会保険等の加入や有給休暇があります。

全職種で、今すぐにでも働けます。

育児中の方は、短時間勤務が可能です。
,決算の状況により、手当てを支給しています。

市販の履歴書に必要事項を記入の上、顔写真を貼付じ、

資格証の写しを添えて、下記まで提出して下さい。郵送も可能です。

社会福祉法人羽幌町社会福祉協議会 (担当 :松森)電話 0164169-2311
〒078-4107 羽幌町南 7条 3丁目 1番地 羽幌町勤労青少年ホーム内

随時受付・随E寺面接を致します !お気軽にお問い合わせ下さい !

■■姜書き幸警警■キ寺幸幸
|三
|゛ |゙|■轟善■Ⅲ幸|■■千゙ 守華|■■●幸警■|■秦■寺讐幸驀鸞十や毒■‐〕゙ 幸‐幸■:■幸幸寺i讐■■■■黎中■‐■十1‐■幸寺:キ,■幸警■事寺■■■

r志
‐
葉1方 法 】

【問い合わせ先 】

【応 募 受 付 】

はぼろ社協広報「ふれあい」No.100 平成30年 5月 発行

‐1発行者 :社会福祉法人羽幌町社会福祉協議会
〒078-4107北 海道苫前郡羽幌町南7条3丁 目1番地 羽幌町勤労青少年ホーム内
TEL:0164-69-2311 /.FAX:0164… 69-2313 E― Mail:haboroshakyo@air.ocnane.jp

颯 場  あたたかい善意をありがとうございました 餞 陽

社協広報「ふれあい」

は共同募金助成金によ

り発行しています !

平成30年 1月から3月に社会福祉協議会に預託いた
´
だきました皆様 (敬称略)

H30:1 笹 森 彦 ― しあわせ荘入居者
のために

H30.3 西 田 直 子 福祉のために

H30.2 近 藤 幸 子 福祉のために H30.3 室 田 ノ リ 福祉のために

H30.2 伊 藤 達 雄 福祉のために H30.3 高 木 敬 子
費用弁償を福祉
のために

H30.2 中 尾 キミ子 しあわせ荘のために


